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令
和
４
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
審
議
は
、
議

員
９
名
で
構
成
さ
れ
る
決
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
、
２
日
間
に
わ
た
り
審
議
し
ま
し
た
。
各
課
長
、

係
長
よ
り
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

本
会
議
に
お
い
て
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

（単位：千円）

（単位：千円）

一般会計決算　歳入総額42億7,527万9,333円 （科目別内訳）

その他依存財源
160,375

町税
422,609 その他

自主財源
424,394

地方交付税 2,230,030

国庫支出金
385,295

県支出金
245,576 町債

407,000
町債

407,000

○その他自主財源…分担金及び負担金、財産収入、使用料及び手数料、寄附金、繰入金、
繰越金、諸収入

○その他依存財源…地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、地方特例交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金、交通安全対策特別交付金、
環境性能割交付金、法人事業税交付金

一般・特別会計決算　歳入総額
58億5,485万2,103円
（前年度比9億8,317万7,859円減）

一般会計決算　歳出総額41億1,131万4,922円 （科目別内訳）

一般・特別会計決算　歳出総額
56億5,565万1,810円
（前年度比4,297万2,896円減）

依存財源 80.2％

自主財源
19.8％

公債費
455,107
（11.1％）

議会費 56,698（1.4％）

総務費
852,449（20.7％）

民生費
634,287
（15.4％）

衛生費
252,822（6.2％）農林水産業費

384,038（9.3％）
商工費

242,044（5.9％）

消防費
243,950
（5.9％）

土木費
565,488
（13.8％）

　教育費
404,312（9.8％）

災害復旧費
20,119（0.5％）

決 算 認 定



3

決 算 認 定

実質赤字比率
①

連結実質赤字比率
②

実質公債費比率
③

将来負担比率
④

資金不足比率
⑤

令 和 ４ 年 度 ― ― ５.４％ ― ―

令 和 ３ 年 度 ― ― ４.９％ ― ―

健全化判断基準 １５.０％ ２０.０％ ２５.０％ ３５０.０％ ２０.０％

令和４年度の財政は健全と判断（健全化判断基準の範囲内） 

令和４年度の柳津町一般会計及び１１の特別会計の歳入
歳出決算については、係数に誤りもなく、関係諸帳簿及び
諸種類についても整備されており、会計経理は正確な決算
であるものと認められました。
決算統計や財政健全化判断比率を見ますと、実質公債費
比率で５.４％（早期健全化基準は２５％）、将来負担比率
もマイナス表示（早期健全化基準は３５０％）となってお
り、将来に負担を残す財政運営では無いと判断されます
が、経常的な収入で経常的な経費をまかなう経常収支比率
は８６.１％となっており、前年度の８０.５％から５.６ポ

「決算審査講評」
経常収支比率とは

…地方税、地方交付税等の一般
財源（使途が特定されていない

収入）が、人件費や公債費（自治体の借金
の返済）等、縮減が難しい経費にどの程度
費やされているかを示す指標。
数値が高いほど自治体の裁量で使えるお
金の割合が少なく、財政が硬直化している
といわれる。

イント上昇しています。その標準的な指標が７５％であることなどから財政状況は硬直化へ向かっていると
判断されます。
地方交付税については、令和３年度には２２億１,２０４万９千円でありましたが、令和４年度において
は２２億３,００３万円となり、１,７９８万１千円の増となっております。
自主財源と依存財源の比率については、令和３年度では自主財源１８.９％、依存財源８１.１％であった
ものが、令和４年度においては自主財源１９.８％、依存財源８０.２％となっていますが、今後とも国、県
の補助金や交付税措置される有利な地方債を活用して、町の振興を図ってください。
町民が健康で幸せに暮らせる町づくりのため、職員の皆様が情熱を持って公務に尽力くださいますようお
願いいたしまして、令和４年度の決算審査講評といたします。� 柳津町監査委員　

令和４年度　特別会計歳入歳出決算額
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決算特別委員会

決算特別委員会 質疑
（質疑の内容を一部抜粋して紹介します）

他市町村では公用車等を処分する際には、公募及び
入札等により売却しているようだが、町ではどのよう
にしているのか。

公用車の更新の場合には、購入に合わせて旧車両を
処分している。まだ使用できる重機などは、広報紙や
町ホームページに掲載し、公募・入札により売り払い
をしているが、全ての物品について行ってはいない。

公用車等の処分方法は？Q

随時、処分方法を検討A

柳津保育所の超過勤務手当が増額している。その要
因は何か？

新型コロナウイルス感染症予防のため早朝・延長保
育についても、１教室から３教室に増加し分散して保
育を実施。そのため、保育に当たる保育士数が増とな
り、超過勤務が増額となった。

保育士の超過勤務についてQ

コロナ対策のために増加A

国民健康保険における町の医療費の現状はどうなっ
ているのか？

町の医療費は県内でも高い状況が続いている。一方
で特定健診の受診率、特定保健指導の指導率は、全国
でも高い位置にある。これらの受診率等が医療費抑制
に結びついていないため、今後も医療費の適正化に向
けて分析を進めたい。

国民健康保険の医療費の現状は？Q

現在も高い状況A

議会が提案した宅地造成候補地の調査、検討等は実
施したのか。

候補地の現場確認は行ったが、具体的な調査、検討
は行っていない。ニーズ調査の目的で若者向けのアン
ケートを実施した。結果として駅周辺の人気が高かっ
たため、今後、町有の土地の調査を実施していきたい。

宅地造成候補地の調査について Q

具体的な調査はしていない A水質検査後に浄化センターで川に放流し
ている処理水は、どの程度のものなのか？

浄化処理し、基準指数をクリアした水を
放流している。

浄化センター放流水の水質に
ついてQ

基準指数をクリアしている水A

町から観光協会へは毎年高額の補助金を
支出している。繰越金や内部留保を考慮し
ての交付額となっているのか？

町では決算額や事業実績
に基づいて補助金を交付し
ている。観光協会としても
町以外からの補助金の確保、
新たな事業への取り組みも
行っている。

今後も内容をよく精査し
適正な補助金の交付に努め
ていく。

町観光協会への補助金についてQ

適正な補助金の交付に努めるA

町の歴史、文化を残し継承していくため
に、食文化ストーリー事業、石生前遺跡の
３Dデータ化による記録保存を実施してい
るが成果品の今後の活用方法は？

保護、保存された文化財等は地域をつな
げ、郷土への誇りを育んでいくものであり、
他の地域の方々に
町の独自性をアピ
ールする重要な武
器になると考える。

単に文化財を保
護するだけでなく、
将来的な文化観光
の基盤となるよう
な整理と活用を進
めていきたい。

保護・保存された文化財資料
の活用方法は？Q

情報発信としての活用A

池ノ尻遺跡から発掘された土器
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議 案 審 議

●９月定例会後の令和５年度予算額
9月補正後 補正額

一  般  会  計 44億4,554万1千円 2億238万5千円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 580万円 −

国
保

事 業 勘 定 4億9,216万2千円 ▲79万9千円

施 設 勘 定 6,290万8千円 47万5千円

後 期 高 齢 5,688万7千円 214万3千円

介 護 保 険 6億2万9千円 1,171万円

簡 易 水 道 3億1,857万1千円 457万1千円

町営スキー場 800万円 −

農業集落排水 9,691万8千円 226万5千円

下 水 道 8,500万円 −

簡 易 排 水 693万円 33万円

林業集落排水 738万7千円 58万7千円

合　　計 61億8,613万3千円 2億2,366万7千円

９月定例会審議議案　－主な議案－

令和５年第３回定例会が、９月６日から１３日までの８日間の会期で行われました。
今回の定例会では、令和４年度歳入歳出決算認定、令和５年度補正予算、人事など１３議案
を審議し、原案どおり決定したほか、４件の報告が行われました。

令和５年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算を承認
　歳入歳出それぞれ４５７万１千円を追加し、総額３億１,８５７万１千円とする補正予算を承認した。
《主な内容》　・大成沢・冑中地区水源・浄水場整備事業費の増額 ３,０００千円

議会録画映像のお知らせ議会録画映像のお知らせ
一般質問の映像を、町のホームページから視聴することができます。

町公式ホームページ 町議会 議会録画映像

スマホやタブレット端末からも、見ることができます！
（右のＱＲコードをご利用ください）

令和５年度柳津町一般会計補正予算を承認
　歳入歳出それぞれ２億２３８万５千円を追加し、総額４４億４,５５４万１千円とする補正予算を承認
した。
《主な内容》　・住民税非課税世帯給付金事業 １５,０００千円
　　　　　　・目標地図・地域計画策定委託料   ５,４４５千円
　　　　　　・やないづ福満商品券補助金 ２２,４００千円
　　　　　　・宿泊助成事業 ２,０００千円

一般財団法人やないづ振興公社
経営状況報告

地方自治法の規定により、令和４年度
のやないづ振興公社経営状況について報
告がなされた。

教育委員会委員の任命に同意
鈴木 亘 氏（大成沢）が令和５年９月

３０日で任期満了となることに伴い、新
たに金子 陽亮 氏（砂子原）を任命する
ことに同意した。

教育委員会委員の任命に同意
天野 百合子 氏（牧沢）が令和５年９

月３０日で辞職することに伴い、新たに
鈴木 喜代 氏（藤）を任命することに同
意した。
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○�商工業の振興について

Q
景
気
低
迷
や
少
子
高
齢
化

等
に
よ
り
商
店
街
の
空
洞

化
や
後
継
者
不
足
等
の
諸
問
題
が

解
決
の
糸
口
す
ら
見
え
な
い
ま
ま
、

年
々
減
少
を
続
け
て
い
る
町
内
の
、

商
店
や
旅
館
へ
持
続
的
支
援
が
急

務
と
考
え
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
商
業
版
「
後
継
者
支
援
制
度
」

の
さ
ら
な
る
充
実
に
つ
い
て
。

②
空
き
店
舗
と
新
規
起
業
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
策
等
に
つ
い
て
。

③
商
店
街
の
活
性
化
の
促
進
策

（
商
品
券
等
）
に
つ
い
て
。

A
（
町
長
）
①
町
小
規
模
事

業
者
後
継
者
支
援
事
業
補

助
金
に
よ
り
、
事
業
継
承
や
機
材

購
入
費
等
の
一
部
を
補
助
し
て
い

る
。
令
和
４
年
度
の
交
付
実
績
は

３
件
で
、
随
時
、
交
付
要
綱
を
見

直
し
た
い
。

②
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
い
場

合
、
調
査
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、

物
件
や
所
有
者
の
紹
介
な
ど
、
商

工
会
と
連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

ま
た
、
起
業
時
の
改
修
費
用
等
の

一
部
を
助
成
す
る
町
起
業
者
支
援

事
業
補
助
金
が
あ
る
の
で
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

③
町
中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
金

交
付
事
業
の
継
続
や
制
度
拡
充
に

よ
り
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
本
年

度
は
、
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
活
性

化
事
業
と
し
て
、
商
店
街
の
事
業

に
補
助
金
交
付
を
行
っ
て
い
る
。

近
年
、
民
間
で
国
県
補
助
事
業
等

を
活
用
し
た
取
組
を
し
て
お
り
、

今
後
も
支
援
、
協
力
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
消
費
喚
起
事
業
と

し
て
、
当
初
予
算
に
は
無
い
が
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事

業
や
宿
泊
者
商
品
券
贈
呈
事
業
な

ど
へ
補
助
金
交
付
を
実
施
し
た
い
。

Q
Ｊ
Ｒ
柳
津
駅
と
ま
ち
な
か

へ
の
人
の
流
れ
を
、
今
後

ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
即
効
的
活
性
化
策
が
町
長

の
重
点
項
目
に
な
ぜ
な
か
っ
た
の

か
伺
う
。

A
（
町
長
）
駅
の
中
に
赤
べ

こ
工
房
と
観
光
案
内
が
で

き
る
と
こ
ろ
を
設
置
す
れ
ば
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
設
置
な
ど
も
可

能
に
な
る
。
駅
か
ら
約
３
キ
ロ
内

で
観
光
で
き
る
の
で
、
ゆ
っ
く
り

過
ご
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
現
施

策
と
並
行
さ
せ
れ
ば
、
相
乗
的
効

果
が
期
待
で
き
る
。

Q
空
き
店
舗
が
多
け
れ
ば
魅

力
も
少
な
い
。
町
事
業
者

の
休
廃
業
や
後
継
者
不
足
の
要
因

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
少
子
高
齢
化
人

口
減
少
が
、
非
常
に
大
き

な
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q
事
業
継
承
時
に
は
相
続
や

譲
渡
な
ど
が
発
生
す
る
が
、

税
の
優
遇
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
事
業
継
承
に
税

金
問
題
は
大
き
な
壁
に
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
税
の
公
平
性

と
い
う
観
点
か
ら
優
遇
は
難
し
い
。

節
税
の
勉
強
会
な
ど
は
可
能
と
考

え
る
。

Q
国
も
経
営
革
新
事
業
と
い

う
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

町
の
追
加
支
援
は
可
能
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
町
が

助
成
す
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
二
重
補
助
と
な
ら
な
い
よ
う
、

慎
重
に
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

Q
起
業
者
支
援
事
業
補
助
金

の
補
助
対
象
者
要
件
を
見

直
し
、
間
口
を
広
く
で
き
な
い
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
少
し

厳
し
い
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
必
要
が
あ
れ
ば
、
近
隣
市
町

村
で
も
実
施
し
て
い
る
賃
貸
費
用

に
対
す
る
助
成
等
も
考
え
た
い
。

Q
国
か
ら
平
成
10
年
に
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

が
出
さ
れ
て
町
で
も
策
定
さ
れ
た

が
、
平
成
18
年
、
平
成
26
年
に
法

改
正
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
計
画
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
国
の

交
付
金
を
利
活
用
し
て
、

き
よ
ひ
め
公
園
の
整
備
、
観
光
案

内
所
の
整
備
、
駅
前
町
道
の
整
備

等
を
行
っ
た
。

Q
今
後
、
ど
う
い
う
方
向
性

で
都
市
再
生
計
画
を
進
め

る
の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
現
在
、

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
の
策
定
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の

中
で
も
中
心
市
街
地
の
整
備
等
が

含
ま
れ
る
。

Q
景
観
条
例
が
「
歴
ま
ち
」

で
重
要
な
部
分
を
占
め
る

と
考
え
る
。
今
後
、
景
観
条
例
の

制
定
、
歴
ま
ち
の
認
定
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
及
び
現
在
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
今

年
度
内
の
国
の
認
定
を
目

指
し
て
い
る
。
現
在
、
事
業
候
補

の
検
討
し
て
い
る
段
階
で
認
定
分

は
補
助
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
景
観
条
例
は
必
要
が
あ
れ

ば
制
定
し
て
い
く
。

Q
商
品
券
事
業
の
財
源
、
換

金
手
数
料
、
発
行
時
期
な

ど
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
今
回

は
事
業
所
の
手
数
料
分
も

含
め
て
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
す
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
財
源
確
保
の
課
題
な
ど
に

よ
り
、
同
じ
支
援
は
難
し
い
。
発

行
時
期
な
ど
も
含
め
、
商
工
会
と

協
議
す
る
。

Q
商
品
券
事
業
以
外
に
消
費

喚
起
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
本
年

度
に
商
工
会
で
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
商
品
券
に
代
わ

る
商
店
街
の
消
費
喚
起
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
模
索
し
て
い
る
。
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
を

活
用
し
た
誘
客
も
１
つ
の
例
と
考

え
る
。

１番　磯目泰彦議員
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○スキー場の解体整備について

Q
柳
津
温
泉
ス
キ
ー
場
の
休

止
か
ら
既
に
10
年
経
過
し
、

跡
地
利
用
を
含
め
協
議
の
場
は
十

二
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
遅
々
と
し
て
進
展
し

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A
（
町
長
）
跡
地
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
地

権
者
の
方
々
や
複
数
の
ア
ウ
ト
ド

ア
専
門
事
業
者
等
と
協
議
を
し
て

い
る
が
、
地
形
的
、
ゲ
レ
ン
デ
部

の
地
質
、
道
路
等
の
問
題
で
具
体

的
な
利
活
用
の
提
案
を
示
す
こ
と

が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

Q
毎
年
３
５
０
万
円
か
ら
４

０
０
万
円
を
経
常
経
費
と

し
て
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
「
税
金
の
ム

ダ
使
い
」
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
リ
フ

ト
支
柱
ま
わ
り
や
ゲ
レ
ン

デ
の
除
草
な
ど
施
設
維
持
管
理
経

費
が
掛
か
っ
て
い
る
。
必
要
の
な

い
施
設
を
早
急
に
撤
去
す
る
こ
と

で
経
費
の
削
減
を
進
め
て
行
き
た

い
。

Q
こ
れ
ま
で
施
設
の
解
体
と

跡
地
利
用
を
一
体
化
し
た

検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
解
体
と

跡
地
利
用
の
「
分
離
」
検
討
は
さ

れ
た
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
解
体
と
跡
地
利

用
に
つ
い
て
、
基
本
的
に

は
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。
解

体
の
み
に
活
用
で
き
る
補
助
制
度

が
な
く
、
解
体
を
含
め
た
施
設
整

備
事
業
と
し
て
財
源
を
模
索
し
て

い
く
。

Q
解
体
に
つ
い
て
、
以
前
概

算
費
用
を
試
算
し
て
い
る

が
、
現
時
点
に
お
け
る
費
用
は
ど

の
程
度
な
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
令
和

元
年
度
の
実
施
設
計
業
務

で
、
３
億
１
千
万
円
と
算
出
さ
れ

た
。
現
在
の
費
用
は
算
出
し
て
い

な
い
が
、
昨
今
の
燃
料
費
や
人
件

費
の
高
騰
を
考
え
る
と
大
き
く
増

額
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

Q
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
借
地
利

用
に
つ
い
て
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
の
電
力
使
用
に
つ
い
て
、

そ
の
帰
属
が
ど
こ
な
の
か
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、

当
初
、
勤
労
者
野
外
活
動
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
た
が
、
地
権
者
と

約
定
書
を
交
わ
し
、
無
償
譲
渡
に

よ
る
一
時
預
か
り
の
形
で
町
名
義

に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
ア
ン
テ
ナ
部

分
の
用
地
は
、
地
権
者
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
の
直
接
契
約
だ
が
、
町
で

整
備
し
た
送
電
設
備
を
使
用
し
て

い
る
た
め
、
電
気
料
金
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
よ
り
、
町
が
い
た
だ
い
て

い
る
。

Q
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
解
体
か

ら
除
く
と
な
る
と
、
解
体

費
用
に
つ
い
て
は
半
減
、
あ
る
い

は
３
分
の
１
程
度
に
は
な
ら
な
い

の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
物
価

の
高
騰
が
あ
る
た
め
、
３

分
の
１
、
半
分
ま
で
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
解
体
に
つ
い
て

は
、
リ
フ
ト
に
係
る
費
用
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。

７番　伊藤昭一議員
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○わが町におけるＤＸへの取り組みの
実態と今後について

５番　岩渕清幸議員

Q
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少

や
、
様
々
な
社
会
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

わ
が
町
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

実
情
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
現
在
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る

デ
ジ
タ
ル
化
は
進
ん
で
い
な
い
。

先
日
、
私
を
本
部
長
と
し
て
「
柳

津
町
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
改
革
）
推

進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
た
。
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
改
革
）
推
進
計
画
を

策
定
し
、
そ
れ
を
実
現
し
町
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
た
い
。

Q
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
改
革
推

進
）
本
部
の
メ
ン
バ
ー

は
？A

（
み
ら
い
創
生
課
長
）
町

長
を
本
部
長
と
し
、
副
町

長
、
教
育
長
、
藤
井
デ
ジ
タ
ル
最

高
責
任
者
が
副
本
部
長
に
就
い
て

お
り
、
そ
の
ほ
か
課
長
級
を
本
部

員
と
し
、
さ
ら
に
具
体
的
か
つ
実

務
的
な
取
組
を
協
議
す
る
た
め
、

各
係
等
か
ら
１
名
ず
つ
選
出
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

２
部
構
成
と
し
た
。

Q
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
改
革
）

推
進
計
画
は
い
つ
ま
で
に

策
定
す
る
の
か
？

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
今

年
度
内
の
策
定
を
目
標
に

進
め
る
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

あ
る
程
度
柔
軟
性
を
持
た
せ
て
い

き
た
い
。

Q
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
改
革
）

推
進
計
画
の
進
捗
管
理
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
計

画
を
確
実
に
実
行
す
る
た

め
、
策
定
の
段
階
か
ら
業
務
の
目

標
と
、
そ
れ
に
合
っ
た
具
体
的
な

計
画
、
予
算
を
明
確
に
し
、
推
進

会
議
で
の
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

Q
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
な
ど
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
、
ど
ん
な
業
務

か
ら
進
め
る
の
か
？

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
町

民
に
と
っ
て
利
便
性
が
高

く
て
実
現
が
比
較
的
容
易
な
も
の

か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。
例
え
ば

町
の
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
流
す
、

ま
た
は
、
簡
単
な
申
請
書
に
つ
い

て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
取
り
す

る
な
ど
し
、
徐
々
に
拡
大
し
て
い

き
た
い
。

Q
デ
ジ
タ
ル
改
革
を
進
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
に

は
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
？A

（
み
ら
い
創
生
課
長
）
期

待
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
行

政
手
続
き
な
ど
が
効
率
化
し
、
そ

の
分
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た
業
務

に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の

決
意
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
最
大
限

に
高
め
、
町
民
が
暮
ら
し
や
す
い

町
に
し
て
い
く
。
目
的
達
成
に
は

デ
ジ
タ
ル
改
革
を
推
進
す
る
以
外

に
方
法
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
改
革
）
推
進
本

部
を
核
と
し
て
強
力
に
推
進
し
て

い
き
た
い
。
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一 般 質 問

○家計支援について

６番　松村　亮議員

Q
政
府
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
対
象
と
し
た
緩
和
措

置
が
、
今
後
段
階
的
に
補
助
金
縮

小
と
な
れ
ば
家
計
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
と
考
え
る
が
、
現
状
を

鑑
み
家
計
支
援
に
つ
い
て
必
要
性

の
有
無
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
家
計
へ
の
支
援

策
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ

の
給
付
金
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
発
行
事
業
へ
の
補
助
の
予
算

を
本
議
会
に
計
上
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

Q
受
益
の
対
象
に
な
ら
な
い

人
が
結
構
い
る
印
象
を
拭

い
去
れ
な
い
２
つ
の
事
業
（
給
付

金
及
び
商
品
券
発
行
）
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。
非
課
税
世
帯

の
概
数
、
総
世
帯
数
に
対
す
る
パ

ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
住
民
税
が

世
帯
全
員
非
課
税
で
あ
る

世
帯
数
は
、
例
年
４
０
０
か
ら
５

０
０
世
帯
、
総
世
帯
数
に
対
し
30

％
強
か
ら
40
％
ほ
ど
と
推
測
し
て

い
る
。

Q
町
が
商
品
券
を
購
入
し
全

世
帯
に
給
付
す
る
と
い
う

手
段
も
あ
り
得
た
は
ず
だ
が
、
従

来
の
購
入
制
に
し
た
理
由
を
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
国
か
ら
の

通
知
で
は
、
全
世
帯
に
現

金
を
配
布
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く

な
い
と
の
内
容
で
あ
り
、
商
品
券

も
現
金
同
様
で
あ
る
た
め
、
商
品

券
発
行
事
業
に
対
す
る
補
助
を
し

た
も
の
で
あ
る
。

Q
町
民
か
ら
う
ち
の
町
は
何

も
し
て
く
れ
な
い
と
い
う

声
を
頂
く
。
近
隣
市
町
村
と
比
較

し
て
の
所
感
、
ど
の
分
野
に
注
力

し
た
か
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
各
町
村
に

よ
っ
て
対
応
は
そ
れ
ぞ
れ

で
、
考
え
方
次
第
か
と
思
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
国
か
ら
の
条

件
を
遵
守
し
、
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

Q
町
民
に
課
せ
ら
れ
て
い
る

税
の
種
類
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
主
に
町
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
、
入
湯
税

な
ど
で
あ
る
。

Q
住
民
税
に
関
し
て
は
課
税

世
帯
に
共
通
で
あ
り
、
時

限
的
に
減
免
措
置
を
講
ず
る
考
え

が
あ
る
か
。
そ
の
理
由
も
併
せ
て

伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
ノ
ー
で
あ

る
。
町
税
は
貴
重
な
自
主

財
源
で
あ
り
、
減
免
措
置
を
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
税
収
が
減
り
、
事

業
が
一
部
実
施
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
事
業
を

進
め
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

Q
特
定
世
帯
へ
の
支
援
が
お

馴
染
み
に
な
り
つ
つ
あ
る

印
象
を
受
け
る
。
中
立
性
や
公
平

性
の
観
点
、
効
果
的
・
効
率
的
な

財
源
投
入
と
い
う
点
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
支
援
対
象
か
ら
漏
れ
た
層

な
ど
を
考
慮
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
町
民
支
援
施
策
に
努
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

A
（
総
務
課
長
）
特
定
の
世

帯
以
外
に
も
同
様
の
支
援

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
将
来
の
町
の
財
政

を
考
え
る
と
、
国
な
ど
の
特
定
財

源
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。

Q
近
隣
市
町
村
長
と
協
力
し
、

切
れ
目
の
な
い
強
力
な
住

民
支
援
を
国
県
に
要
請
す
る
こ
と

は
、
首
長
の
役
目
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

A
（
町
長
）
隣
接
町
村
長
と

協
力
・
連
携
し
て
一
緒
に

や
っ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

只
見
川
沿
岸
で
発
電
所
を
有
し
て

い
る
町
村
と
連
携
し
て
、
電
力
事

業
者
に
電
気
料
金
の
減
免
要
望
を

し
て
い
き
た
い
。

Q
こ
う
い
っ
た
時
こ
そ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

町
独
自
の
具
体
策
を
講
じ
て
み
せ

る
べ
き
と
思
う
が
意
気
込
み
を
伺

う
。A

（
町
長
）
今
起
き
て
い
る

物
価
高
は
一
過
性
の
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
働
く

意
欲
の
あ
る
方
の
労
働
力
や
、
作

っ
た
野
菜
な
ど
を
現
金
化
し
て
い

け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。
年
金
に
プ
ラ
ス
分
が
出

る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
、
今

後
の
生
活
支
援
策
に
十
分
な
り
得

る
と
考
え
る
。



柳津町 中学生議会

議会で質問したことが実
現されて、もっとたくさん
の人が柳津町に来てくれ
るとうれしいいです。

実際の議会は、本物の議会す
ぎてとても緊張しました。これか
ら議員とかにならなければ一生
できない経験なので、今回の中
学生議会は大切な思い出です。

今回の議会を通し、町の今の状
態を前よりも知ることができた。
また、普段は入れない議場に入
り緊張したが、自分の考えた質
問をしっかり言うことができた。

私たちの意見をしっかり
と聞いてくださり、中学
生なのに議員さんのよう
にしてくれて嬉しかった。

当日質問をする役ではな
かったが議事録署名人と
して議席に座り議会を体
感できて、とても良い経
験だった。

議員さんにならない限り、
あの場所へ行けることは
ないと思うので、貴重な
体験になりました。

自分も柳津町をより良い町に
するために、色々考えていき
たいと思いました。

議員の人の質問に対して、
様々な方が答えてくださり、
柳津町の課題に私たち中学
生も何かできることはないか
と改めて考えることができた。

中学生議会
の感想

10

１０月１２日（木）午前１０時より中学生議会が開催されました。
会津柳津学園中学校３年生の代表１０名が議長・議員席に座り、町執行部の出席のもと開会しま
した。６名の中学生議員が、町政に対する疑問や魅力ある町づくりための提案を一般質問として行
いました。緊張しながらも、しっかりと意見等を発表することができました。

議長を務めた岩
いわ

佐
さ

陽
ひ

愛
な

さん

№ 一般質問の内容 質問者

1 仕事・産業について
あかぎ　なつみ

赤城　なつみ

2 まちづくりについて
いのまた　まほ

猪俣　真帆

3 交通について
しらい　ゆうと

白井　悠人

4 情報発信について
すずき　うたの

鈴木　詩乃

5 人口減少防止について
はしもと　たけとら

橋本　猛虎

6 財政について
わたなべ　あいり

渡部　愛琳

只今から、

柳津町中学生

議会を開会します。
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柳津町のまちづくりについて質問いたします。町には若者が楽しめるよ
うな施設が少ないと思います。広報９月号の「柳津町住民アンケート」の
まちづくりに関する自由記述には「若い世代が遊びやすい娯楽施設があっ
てもよい」という記述がありました。そういった若者の意見を取り入れて
まちづくりをしていくことがこれから求められると思います。町では、若
者にとって魅力的なまちづくりについてどのように考えているのか見解を
お聞かせください。

　　　現在、町では会津やないづ駅舎の改修を行っており、改修後は駅舎の中に「赤べこ工房」
を設置し、人が多く訪れる場所にしようと考えている。また、福満虚空蔵尊圓藏寺を中心

に、歴史的建物や伝統が多く残されている為、大事に保存・活用していく計画も立てている。そ
うした中、若い世代で組織したミライツナガル会議をつくり、若者が住み続け、活躍できるまち
づくりを進める為、若者の意見を直接聞く機会を増やしている。例えば、進学や就職で離れてい
った若者が、再び戻り住むための仕組みづくりなど、将来に向けたまちづくりを若い方と町職員
が一緒に考えている。今後のまちづくりに若者の意見を多く取り入れ、都会の真似ではなく、柳
津の魅力を引き出した唯一無二のまちづくりを行っていきたい。

A

町の産業について質問いたします。会津柳津学園中学校の全生徒に対す
るアンケートで「柳津町に住み続けたいか」という問いに対して、「住み続
けたいと思わない」「住み続けたいとあまり思わない」という人の割合は
約５５％でした。さらに、「どういった町であれば住みやすい（住み続け
たい）と思いますか」という問いに対しては、「仕事の選択肢が多くある」
を選んだ生徒の割合は約７５％でした。これにより若い人が理想とする職
業が少ないと言え、仕事の選択肢を増やすこと、産業を創出することが必

Q 仕事・産業について

２番
猪俣　真帆 議員

１番
赤城なつみ 議員
要であると思います。若者が求める産業の創出について、町の見解をお聞かせください。

　　　令和４年度末現在で町内の１８２事業所は、中小企業から個人の事業者まであり、職種も
様々である。町の施策として、民間企業に対して土地購入費や設備費等の一部を助成する、

企業立地促進事業補助金を制定し企業進出を促している。また、テレワークやリモートワークな
どが増え、空き家等を利活用した新しい仕事の方法も考えられる為、町内で起業する方に補助金
を交付する起業者支援事業にも取り組んでいる。さらに、後継者支援事業や借入金利子等に対す
る補助事業等で町内事業所の支援を行っている。様々な取り組みを行い、将来に希望を持て、安
心して暮らせるまちづくりを目指し、生まれ育った町に住んで働きたいと思えるように努めてい
く。

A

Q まちづくりについて

中学生議会を動画で見よう！中学生議会を動画で見よう！
中学生議会の様子を町のホームページで閲覧することができます。

右のQRコードをご利用ください。

中学生議会
録画映像

柳津町公式
ホームページ

柳津町議会
スマホやタブレット端末からも

見ることができます！
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を超えています。町では今後、只見線や町営バスの運行の見直しについて、どのようにお考えか
見解をお聞かせください。

　　　全国的に人口減少、少子化などにより利用者減が著しく、運行本数を最小限にするなどし
て維持に努めている。自家用車がない方々にとって公共交通は不可欠な移動手段であり、

引き続き確保していかなければならない。特に町民バスは、スクールバス機能や通院、買い物な
どの役割を担っている為、効率的な運行に努め安心安全のため車両の更新を行っている。ＪＲ只
見線は、生活交通として高校生の利用が多い為、ダイヤの改正や増便、大雪による計画運休の代
行バス運行についての要望を行っていく。町民バスについては、部活動終了後に一部利用できな
いダイヤがあり、関係者と協議し可能な範囲でのダイヤ改正を図っている。生徒アンケートでは、
交通の利便性が定住するうえで重要であるという結果であることから、今後も、便利で安心して
利用いただけるよう努めていく。

A

町の魅力の発信について質問いたします。柳津町のインスタグラムの投
稿には、町の魅力が満載だと思います。しかし、フォロワー数が少なく町
の魅力が伝わっていないのではないかと感じます。柳津町の魅力を日本全
国、世界に発信してさらにフォロワー数を伸ばし、町に興味を持ってもら
うことが柳津町に足を運んでもらうには必要だと考えます。ＳＮＳでの町
の情報発信について町の見解をお聞かせください。
　　
　　　公式ラインを昨年１０月から、インスタグラムを今年度から運用している。公式ラインで

は、町イベントの周知や防災情報の注意喚起など、主に町民へ発信している。公式インス
タグラムは全世界へ発信ができる為、町の魅力を周知する有効なツールである。町インスタグラ
ムには約２２０件の投稿をし、他の投稿をリポストするなど魅力的な投稿を心がけ、フォロワー

数は約７５０名となっている。フォロワー数を増やすためには
魅力的なコンテンツを定期的に投稿し、フォロワーの反応等を
モニタリングするなど、更なる工夫が必要である。インスタグ
ラム広告や、インフルエンサーとの連携、さらには、町民の皆
さんや町を訪れた方からの投稿もＰＲ効果として期待できる
為、インスタグラムコンテストの開催などを企画し、より多く
の方に町の魅力を知っていただけるよう取り組んでいく。

A

６番
白井　悠人 議員

町の交通について質問いたします。広報９月号の「柳津町住民アンケー
ト」のまちづくりに関する自由記述には「会津若松市へのアクセスをよく
してほしい」や「安心して通学できるようにしてほしい」といった交通の
便の良さを求める意見が出ています。実際に毎日登下校でバスを利用して
いる私たちも、下校時刻にバスの時刻が合わず、送迎をしてもらっている
人もいます。また、会津柳津学園中学校の全生徒に対するアンケートでは
交通の便がよくなれば住みやすい（住み続けたい）という意見が約６０％

Q 交通について

Q 情報発信について

７番
鈴木　詩乃 議員
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町の医療体制、商業施設について質問いたします。柳津町には、診療所
がありますが、大きな病院や救急で受診する際は、隣町の病院に行かなく
てはなりません。距離も非常に遠く、時間がかかります。また、商業施設
も数が少なく町外で買い物をすることが多くあります。会津柳津学園中学
校の全生徒に対するアンケートでも「どういった町であれば住みやすい
（住み続けたい）と思いますか」という問いに対して、「医療体制が充実し
ている」が約５０％、「商業施設がある」が８０％を超えています。そこ

８番
橋本　猛虎 議員

町のふるさと納税について質問いたします。ふるさと納税の寄付額が令
和３年度は、５２５万２千円でした。近隣の町村と比較すると、金山町で
８５６万７千円、会津坂下町の２億６２６３万７千円と、他の市町村に比
べて少ない寄付額となっています。町の予算をみると自主財源が少なく、
自主財源が増えることで町独自の政策が可能になると考えます。広報９月
号の「柳津町住民アンケート」によると「信号機の設置や公共設備の管理
などしてほしい」という意見があがっており、自主財源の確保が必要だと
思います。ふるさと納税の返礼品は特産物を生かしたものとなっていますが、寄付額が低いこと
について町の見解をお聞かせください。

　　　ふるさと納税の寄付額が低い理由に、町や返礼品の魅力が伝わっていないことがあげられ
る。寄付額が増えれば、事業実施の財源が確保できる為力を入れ取り組んでいる。具体的

には民間の方のアドバイスのもと、返礼品を増やし魅力的な商品ページづくりを行っている。町
には、旬な食べ物、名物あわまんじゅう、また木工や彫刻、オリジナル赤べこなど柳津ならでは
の特産品もあり、地場産品の掘り起こしを改めて行っている。また、商品の魅力を伝える為、楽
天やさとふるなどのポータルサイトに掲載する商品ページを作り上げている。さらに、企業版の
ふるさと納税制度があり、町を支援したい民間企業が寄付を行うことで寄付金額に応じて税金控
除が受けられる。今後も企業へ支援の呼びかけを行い、ふるさと納税制度を積極的に活用しなが
ら、財政安定化と産業の活性化を図っていきたい。

A

10番
渡部　愛琳 議員

Q 人口減少防止について

で医療体制の充実や商業施設の誘致が今後の人口の減少に歯止めをかける大きな要素であると考
えます。町における医療機関の建設や商業施設の誘致について見解をお聞かせください。

　　　町の医療体制については、「柳津町国民健康保険診療所」及び「西山出張所」の２つの診
療所がある。ここは、軽症、慢性疾患初期、安定期の方が通院する医療機関で、専門的な

治療等が必要な患者へは専門の病院等へ紹介し、その病状が安定した際には、また診療所で治療
ができるように近隣の医療機関等と情報連携を図っている。しかし、町診療所には医療設備等に
限りがあり、新たな病院の建設や先進的医療機器等の整備には、多額の財政負担が必要となる為、
医療機関の建設は考えていない。今後も、両沼、会津地方等の医療機関と広域的な連携を継続し、
気軽に相談でき、継続性のある適切な医療が受けられるよう努めていく。
次に、商業施設の誘致については、町への立地を検討する民間企業の有無が最大の課題である。
大型の商業施設があれば便利になり地域の雇用も生まれ、町の活性化や人口減少の歯止めに繋が
る為、相談等には可能な範囲で対応する。また、町内商店や事業所、起業する方への支援事業、
さらに町商工会の運営等に対する補助事業等などにより、地元企業の活性化を図り、人口減少対
策に繋げていきたい。

A

Q 財政について
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令和５年第４回定例会
１２月６日(水)～１２月８日(金)
《１２月６日 午前１０時開会》
・初日は「一般質問」を行います。
・アルコール消毒、マスク着用をお願いします。
・ゆきげ館とふれあい館ではテレビ傍聴できま
す。

次回定例会のお知らせ

−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和５年第２回定例会以降）  −−
 ６月25日 第73回福島県消防協会会津坂下支部幹部大会（昭和村・議長）
  第１回柳津商工まつり（道の駅・副議長）
 ６月26日 町老人クラブ連合会総会（銀山荘・議長）
 ６月27日～30日 議会行政視察研修（九州方面）
 ７月３日 第73回社会を明るくする運動駅頭広報（柳津駅・総務文教常任委員長）
 ７月４日 町戦没者遺族会総会（ふれあい館・議長）
 ７月７日 第34回両沼地方町村議会議員大会及び議員交流事業（昭和村）
 ７月12日 全員協議会、第１回議会臨時会
 ７月14日 斎藤清美術館　夏季特別企画展オープニングセレモニー
 ７月31日～８月１日 両沼地方町村議会議長会行政調査（群馬県川場村・議長）
 ８月３日 奥会津五町村議会議長連絡協議会管内行政視察（只見働き隊協同組合・議長）
 ８月10日 第86回霊まつり大法要（圓藏寺）
 ８月15日 柳津町成人式（二十歳のつどい）（ふれあい館・議長、総務文教常任委員長）
 ８月15日～16日 第72回出雲崎町船まつり・大花火大会（出雲崎町・副議長）
 ８月18日 全員協議会
 ８月22日 町村議会正副議長研修会（福島市）
 ８月30日 議会運営委員会
 ９月２日 柳津町総合防災訓練（芋小屋～砂子原地区）
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れ
、

体
調
管
理
に
は
、
十
分
に
注
意
し
て
、

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
今
ま
で
停
滞
が
続
い
て
い
た
人
々

の
流
れ
も
徐
々
に
回
復
さ
れ
、
当
町

に
も
多
く
の
観
光
客
が
来
ら
れ
、
前

の
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
は
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
が
あ

り
、
物
価
高
騰
が
私
た
ち
の
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
一
日
も
早

く
回
復
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
も
町
当
局
と
一
緒
に

な
り
、
町
民
の
安
全
安
心
な
生
活
の

た
め
議
会
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
日
に
日
に
寒
さ
が
厳
し

く
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご

健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
鈴
木 

吉
信
）

ちょっと
一言広

報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
新
井
田
　
順
　
一

副
委
員
長
　
松
　
村
　
　
　
亮

委
　
　
員
　
岩
　
渕
　
清
　
幸

田
　
﨑
　
信
　
二

第４回定例会は「赤べこ議会」です。

「赤べこ発祥の地」をＰＲするため、

真っ赤な赤べこのはっぴを着用します。

町村議会議員研修会
議員
活動

― 研修内容 ―
議会改革・地方自治について
これからの政局・政治について

10月23日（月）郡
山市「ビックパレッ
トふくしま」におい
て町村議会議員研修
会が開催されました。


